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 結果の要旨       
 








(TZP)と商業用純チタン 2 種(CpTi)を用いた。それぞれの表面に鏡面処理(MS)、150µm のアルミナサンド
ブラスト処理(SB150)、および 150µm のアルミナサンドブラスト処理と酸処理（SB150E）を施し、hMSCs
の細胞増殖、骨芽細胞への分化の評価を行った。 
 本審査委員会では、１）TZP と CpTi の酸処理の違いについて、２）表面形状の３次元解析について、
３）今回調べた分化マーカーの妥当性について、４）in vivo での検討について、５）本研究から得られ
る臨床的意義、などについて質問があった。これらの質問に対する回答として、１）ジルコニアとチタン
は酸に対する感受性が異なり、同じ酸によるエッチングでは微細構造がジルコニアとチタンでは大きく異
なることから、既報を参考してそれぞれの材料に適した酸を使用した。２）インプラント表面の 3 次元構
造が細胞挙動に重要な役割を果たすことが報告されていることから、本研究もそれらの報告に準じて 3 次
元解析を行った。３）本研究では、間葉系幹細胞から骨芽細胞への分化に注目したため、それに適した分
化マーカーを用いて評価した。４）今後の展望として表面形状の異なるジルコニアインプラントを作製し
in vivo での評価を検討している。５）本研究の成果は、ジルコニアインプラントの早期のオッセオインテ
グレーション獲得に寄与する有効な表面処理方法を提供できたと考える、など説明があり、概ね妥当な回
答であると判断された。また、英文の表現、図の表記について修正すべき点が指摘され、訂正が行われた。 
  本研究で得られた結果は、今後の歯科医学の進歩、発展に寄与するところ大であり、学位授与に値す
るものと判定した。 
 
 
